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いわき事業所のいわき事業所の
化学物質管理とリスクコミュニケーション化学物質管理とリスクコミュニケーション

環境・安全部 環境・保全グループリーダー柳原 裕

本日のご説明内容本日のご説明内容

会社会社 およびおよび
生産本部いわき事業所概要生産本部いわき事業所概要

1.1. レスポンシブル・ケアレスポンシブル・ケア(RC)(RC)体制と方針体制と方針
2.2. 化学物質管理化学物質管理
3.3. リスクコミュニケーションリスクコミュニケーション
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会社概要会社概要

20052005年年1010月月11日日 からから

へへ

｢｢エクセレントカンパニーエクセレントカンパニー｣｣を目指してを目指して

創創 立：立：19441944年年((昭和昭和1919年年) 6) 6月月

資本金：資本金：124124億億60006000万円万円

売上高：売上高：1,4621,462億円（連結）億円（連結）

主要製品：機能樹脂主要製品：機能樹脂, , 炭素製品炭素製品, , 無機薬品無機薬品, , 有機薬品有機薬品,,

医薬品医薬品, , 農薬農薬, , 農材農材, , 食品包装材食品包装材, , 家庭用品家庭用品

従業員数：従業員数：3,7763,776人人(2007(2007年年1010月末現在月末現在))

いわき事業所の概要いわき事業所の概要

R6

JR常磐線

R289

(第一種住居地域)

(第一種住居地域)

(第一種住居地域)

㈱㈱クレハクレハ 生産本部いわき事業所生産本部いわき事業所
面積面積 ：約：約9999万万mm22

従業員数：約従業員数：約900900人人

生産品目：約百品目生産品目：約百品目
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本日のご説明内容本日のご説明内容

会社会社 およびおよび
生産本部いわき事業所概要生産本部いわき事業所概要

1.1. レスポンシブル・ケアレスポンシブル・ケア(RC)(RC)体制と方針体制と方針
2.2. 化学物質管理化学物質管理
3.3. リスクコミュニケーションリスクコミュニケーション

クレハグループのクレハグループのRCRC体制体制

社長をトップとし、グループ各社と一体の社長をトップとし、グループ各社と一体の
体制で体制でRCRC活動を推進しています。活動を推進しています。

グループ各社
社長

グループ各社
RC委員会

グループ各社
RC推進部署

本社 いわき事業所 オールクレハRC分科会 グループ各社
RC部 環境･安全部 ・環境保全分科会 RC活動単位

品質保証部 品質保証部 ・保安防災･労働安全分科会
・製品安全･品質保証分科会

本社,支店, いわき事業所 ・社会との対話分科会

営業所,研究所 RC活動単位
RC活動単位

社長

オールクレハ
RC協議会

RC委員会
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いわき事業所のＲＣ推進体制いわき事業所のＲＣ推進体制

事業所長をトップに、各責任者で構成する事業所長をトップに、各責任者で構成するRCRCマネジメントレマネジメントレ
ビュー会議のもとでビュー会議のもとでRCRC活動を推進しています。活動を推進しています。

事業所長

内部監査員

RCマネジメント 環境・安全部 防災検討会
レビュー会議

環境管理責任者 環境委員会

安全衛生担当管理者 安全衛生委員会

品質管理責任者 品質委員会

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理責任者 ｴﾈﾙｷﾞｰ管理者委員会

管理単位
(13部署) 地域交流責任者 地域交流委員会

いわき事業所の運営方針いわき事業所の運営方針

1.1. RCRC活動の質の強化と成果活動の質の強化と成果

2.2. 生産技術力の向上生産技術力の向上

((世界トップレベルの生産拠点の構築世界トップレベルの生産拠点の構築))

RCRC活動を最重要方針と位置づけて運営活動を最重要方針と位置づけて運営

((経営の基軸に据える経営の基軸に据える))

事業所長と全従業員の事業所長と全従業員のRCRCに関する直接対話を実施に関する直接対話を実施
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いわき事業所ＲＣ内規いわき事業所ＲＣ内規

・環境保全・環境保全(ISO(ISO--14001)14001)

・労働安全衛生・労働安全衛生(OHSAS(OHSAS--18001)18001)

・品質保証・品質保証(ISO(ISO--9001)9001)

・エネルギー管理・エネルギー管理

統合運用統合運用

統合することは統合することは

環境保全環境保全 -- 労働安全衛生の共通課題である労働安全衛生の共通課題である

”化学物質の管理”に有効”化学物質の管理”に有効

本日のご説明内容本日のご説明内容

会社会社 およびおよび
生産本部いわき事業所概要生産本部いわき事業所概要

1.1. レスポンシブル・ケアレスポンシブル・ケア(RC)(RC)体制と方針体制と方針
2.2. 化学物質管理化学物質管理
3.3. リスクコミュニケーションリスクコミュニケーション
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化学物質管理の対象物質化学物質管理の対象物質

PRTR法対象(取扱1t/y以上)

PRTR法対象(取扱1t/y未満)

福島県指針対象

自主管理対象

いわき事業所で使用・管理している化学物質は約１００種類いわき事業所で使用・管理している化学物質は約１００種類

PRTRPRTR法対象物質法対象物質

福島県化学物質適正管理指針対象物質福島県化学物質適正管理指針対象物質

法対象外物質を法対象外物質を自主管理対象物質として全て管理自主管理対象物質として全て管理

3131物質物質(2006(2006年届出年届出))
2727物質物質

2727物質物質

｢｢環境リスク環境リスク｣｣評価方法評価方法

評価点数評価点数=(=(環境影響毎に定める係数環境影響毎に定める係数))××((排出量排出量))

・評価点の大小で環境への影響度を評価・評価点の大小で環境への影響度を評価

・・改善対策検討の優先順位決定に活用改善対策検討の優先順位決定に活用

<<環境影響毎に定める係数環境影響毎に定める係数>>

化学物質の毒性化学物質の毒性((主に慢性毒性主に慢性毒性))を考慮を考慮

エコケミストリー研究会提案の毒性重み付け係数の考え方を参考エコケミストリー研究会提案の毒性重み付け係数の考え方を参考
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管理の結果～管理の結果～PRTRPRTR物質排出量推移～物質排出量推移～
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リスク評価も導入して管理してきた結果リスク評価も導入して管理してきた結果

20052005年度の年度のPRTRPRTR法対象物質排出量を法対象物質排出量を

初年度初年度(1995(1995年度年度))比で約比で約1/101/10に削減に削減

臭気管理

(第一種住居地域) (第一種住居地域)

(第一種住居地域)

もう一つの化学物質管理

臭気センサー
12台
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プラントプラント 臭気発生源臭気発生源 対策対策 実施年度実施年度

クロベンクロベン 蒸留排ガス蒸留排ガス 活性炭による吸着回収活性炭による吸着回収 20032003

医薬品医薬品 排水処理工程排水処理工程 臭気物質の不使用臭気物質の不使用 20042004

炭素繊維炭素繊維 焼成炉排ガス焼成炉排ガス(1(1２基分２基分)) 排ガス洗浄排ガス洗浄//燃焼燃焼(8(8基基)) 20042004～～

塩ビ改質材塩ビ改質材 貯槽排ガス貯槽排ガス 排ガス燃焼排ガス燃焼 20012001
PPSPPS樹脂樹脂 廃棄物置場廃棄物置場 密閉化密閉化//排ガス燃焼排ガス燃焼 20032003

プラントプラント 臭気発生源臭気発生源 対策対策 実施年度実施年度

クロベンクロベン ローリー車充填排ガスローリー車充填排ガス 活性炭による吸着回収活性炭による吸着回収 20052005

炭素繊維炭素繊維 焼成炉排ガス焼成炉排ガス(1(1２基分２基分)) 排ガス洗浄排ガス洗浄//燃焼燃焼(8(8基基)) 20042004～～

塩ビ改質材塩ビ改質材 乾燥排ガス乾燥排ガス(2(2基分基分)) 排ガス燃焼排ガス燃焼(1(1基分基分)) 20062006

PPSPPS樹脂樹脂

廃棄物置場廃棄物置場

貯槽開放時排ガス貯槽開放時排ガス

排水排水((一部一部))

排水処理設備排水処理設備

密閉化密閉化//排ガス燃焼排ガス燃焼

密閉化密閉化//開放無作業化開放無作業化

酸化処理による無臭化酸化処理による無臭化

密閉化密閉化//排ガス燃焼排ガス燃焼

20062006

20072007

20072007

20072007

排出量削減対策の実施排出量削減対策の実施

クレハ式活性炭吸着
回収設備(GASTAK)

燃焼設備

本日のご説明内容本日のご説明内容

会社会社 およびおよび
生産本部いわき事業所概要生産本部いわき事業所概要

1.1. レスポンシブル・ケアレスポンシブル・ケア(RC)(RC)体制と方針体制と方針
2.2. 化学物質管理化学物質管理
3.3. リスクコミュニケーションリスクコミュニケーション
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ＲＣ地域対話集会の開催ＲＣ地域対話集会の開催

～開催の背景～～開催の背景～

1.1. 創業から地域社会との共生がテーマ創業から地域社会との共生がテーマ

2.2. 19951995年年 RCRCの実施を社会に宣言の実施を社会に宣言

3.3. RCRCの課題に、自主的・積極的に取組みの課題に、自主的・積極的に取組み

4.4. RCRCの取組み内容と実績を地域住民のの取組み内容と実績を地域住民の
皆様へご理解頂き、皆様へご理解頂き、RCRCへのご意見を頂へのご意見を頂
くことが必要と考えたくことが必要と考えた

5.5. その考えからその考えから｢｢RCRC地域対話集会地域対話集会｣｣を開催を開催
(2003(2003年度から毎年実施年度から毎年実施))

20072007年年1111月月1414日日 第第55回目開催回目開催

RCRC地域対話集会出席者の構成地域対話集会出席者の構成
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RC地域対話集会出席者数と構成

近隣企業他
行政
地域

地域の皆様との対話を主目的地域の皆様との対話を主目的

地域の皆様を主体にご案内地域の皆様を主体にご案内

地域および行政の方々が約地域および行政の方々が約6060％％
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双方向コミュニケーション紙としての役割双方向コミュニケーション紙としての役割

特集号(表面)

第９号(裏面)

第13号(裏面)

双方向コミュニケーション紙双方向コミュニケーション紙

発行月：発行月：1, 5, 91, 5, 9月月

配布数：配布数：3,5403,540戸戸

最新号：第最新号：第1616号号(2007(2007年年99月発行月発行))

発行の背景発行の背景

20022002年年88月１日創刊月１日創刊

1.1. 工場の情報を地域の皆様にお届工場の情報を地域の皆様にお届
けするけする

2.2. 皆様からの貴重なご意見をいただ皆様からの貴重なご意見をいただ
き、工場運営に活かすき、工場運営に活かす

その他のコミュニケーションその他のコミュニケーション--ⅠⅠ

県リスコミ推進事業への協力県リスコミ推進事業への協力
県主催リスコミセミナー等での事例紹介県主催リスコミセミナー等での事例紹介

第第1616回化学物質と環境円卓会議への参回化学物質と環境円卓会議への参
加加

第16回化学物質と環境円卓会議地域環境懇話会地域環境懇話会
地域の有識者の方々との少人数によるコミュニケー地域の有識者の方々との少人数によるコミュニケー

ションション

現在まで６回開催現在まで６回開催

工場見学受入工場見学受入
小中学校小中学校,,各種団体等、年間約各種団体等、年間約1,5001,500人の見学者受入人の見学者受入

従業員家族への工場見学も実施従業員家族への工場見学も実施

（今年度で（今年度で44回目・回目・33月実施予定）月実施予定）
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その他のコミュニケーション-Ⅱ

<<保安・防災保安・防災> > いわき事業所総合防災訓練視察いわき事業所総合防災訓練視察

いわき事業所は危険物いわき事業所は危険物､､高圧ガスを取り扱う工場高圧ガスを取り扱う工場

保安防災は最も大切な責務保安防災は最も大切な責務

グループ会社含めグループ会社含め1,4191,419名の参加名の参加

地域住民の方々の信頼に応えていきます地域住民の方々の信頼に応えていきます｡｡

行政機関・周辺１行政機関・周辺１00地区の区長さんに見学して頂き、地区の区長さんに見学して頂き、
終了後には皆様から貴重なご意見を頂きました。終了後には皆様から貴重なご意見を頂きました。

その他のコミュニケーションその他のコミュニケーション--ⅢⅢ

近隣小学校等への理科授業支援近隣小学校等への理科授業支援

近隣の清掃ボランティア近隣の清掃ボランティア

地域行事への参加地域行事への参加
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いわき駅前再開発事業
「ＬＡＴＯＶ」オープニングセレモニー

いわき産業創造館オープニングイベント
「いわき産業創造フェア２００７」が１０／２５～１０／２７に開催され、

「クレハ」も出店し、おかげさまで大好評を得ることが出来ました！！
三日間の来場者数 約1万2千人！

～いわき事業所にとっての～いわき事業所にとっての

リスクコミュニケーションとは～リスクコミュニケーションとは～

・関係者相互のコミュニケーションによる理解・信頼の向上・関係者相互のコミュニケーションによる理解・信頼の向上

・地域・行政・事業者による安心作り・地域・行政・事業者による安心作り

日頃から地域とコミュニケーションを図り、日頃から地域とコミュニケーションを図り、

信頼感を高める事が重要と考えています。信頼感を高める事が重要と考えています。

いわき事業所にとってのリスコミ
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～今後の取り組み～～今後の取り組み～

••地域の皆様の要望地域の皆様の要望

••リスクの極小化と報告リスクの極小化と報告

••対話の継続対話の継続

｢｢RCRC地域対話集会地域対話集会｣｣を更に継続・発展させ、を更に継続・発展させ、
企業の社会的責任を果たしていきます。企業の社会的責任を果たしていきます。

URL http://www.kureha.co.jp/

御清聴ありがとうございました。御清聴ありがとうございました。


